
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年のごあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VOL65平成 30年 特別号 

 西日本豪雨災害 死者２２５人 行方不明１３人  
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西日本に大きな被害をもたらした豪雨は、 

高気圧と低気圧に挟まれて停滞する梅雨 

前線に、湿った南風が流れ込み続けたこと 

が要因とみられます。特に被害の大きかった 

広島県では、発生した積乱雲が連なる線状 

降水帯が観測されました。これは当然所沢市で 

も起こり得る現象で今後警戒する必要があり 

ます。西日本豪雨では最大２３府県の８６３ 

万人に避難指示・勧告が発令され、２３日正 

午時点の総務省消防庁のまとめで、１１府県 

で少なくとも２万３０００人以上に緊急度の 

高い避難指示がでました。もし所沢市で起きたことを想定した防災計画を考えなければなりません。 

 ７月６日未明から降り続いた 

豪雨は岡山市真備町、広島県 

広島市府中町、愛媛県宇和島市  

などで死者、行方不明者を出し 

現在、死者２２５名、行方不明者 

１３名と多くの人命と家屋及び 

道路などに甚大な被害をもたらし 

ました。今後復旧、復興のため 

対応が急がれます。 

 

所沢市でも起こり得る 異常気象 台風以外で前線停滞  
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人口減少社会と所沢市 
 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害支援募金にご協力を 

 今回被災し。３７度を超える、夏の炎天下多くの方 

がエアコンのない体育館など避難されています。住宅を 

失った方やその他被害を受けた方への支援の輪が広がっ

ています。国県からの支援が出るには時間がかかります。

それまでの緊急の現地に一日でも早く届く救援金が必要

とされています。ご協力をお願い致します。 

 

 

   

 

 豪雨のため、約４２００所帯が全壊 

の被害を受けた岡山県真備町では町全体 

が水没し、家の中の全ての家具などの全 

ての家財が水に浸かったため、ゴミとなり 

搬出され、近隣の学校や空き地、道路脇に 

つまれて、悪臭を放っていました。これから 

分別も含め、この処理にかなりの時間がかかる 

事と思われます。ゴミは近隣他自治体で受け 

入れる準備をしていますが、今後国の支援も 

必要です。 

           

今回の西日豪雨に対し、被災地の全国各地からボランティアの方が 

駆けつけています。最も 

甚大な被害を受けた岡山 

県真備町では一日１０００ 

人近い方が汗を流していま 

す。最終的に被災地全体で 

述べ５０万人のボランティ 

アが必要とされています。 

内容は家屋の片づけやゴミ 

出し、家の中に入って泥の 

運び出しなどです。中越地震、東日本大震災、熊本地震、いずれも同じ

で地道な活動の積み重ねが被災地を復興に導いていきます。 

 

 

堆積された被災ゴミ対策 

 災害ボランティアにご協力を    
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